
2021年度 第 10回理事会議事録 

 

 

2022年 1月 13日（木）19時 30分、WEB上にて理事会を開催した。 

定刻に、理事 伊藤伸が議長席につき、本会は有効に成立した旨を告げて議案の審議に入った。 

 

 理事総数      27名 

 本日の出席理事数  23名 

 監事総数             2名 

 本日の出席監事数   1名 

 

 

■出席役員：会長）宇田英幸、副会長）伊藤伸、茂木有希子 理事）赤間公一、石川麻子、犬塚功一、大橋幸子、岡

部拓大、押野修司、北村ミチル、小池祐士、神山真美、鈴木香織、鈴木真弓、鈴木康子、高橋啓吾、髙

橋暢介、原裕如、平田樹伸、丸達也、安永雅美、吉田朋子、渡部慶和  

      監事）土屋美樹 

■委任役員： 理事）阪井之哉、田坂翔太、野村健太、逸見康子 監事）川俣実 

■欠席役員：  

■他出席 ：北部ブロック長）後藤 昴  法人管理部）駒崎かんな               敬称略 

 

■議 題： 

Ⅰ．審議・検討事項【発案者：敬称略】 

第１号議案 2021年度 第９回理事会議事録について【法人管理部：安永】（資料 1）   

議事録内容を確認し、満場一致で可決された。 

             

第２号議案 2022年度予算案作成について【財務部：北村】（資料 2） 

2022年度の事業計画をもとに、2月 4日締め切りとして予算案を集約し、来月審議する。 

日本作業療法士協会主催会議に県士会業務として参加し協会から参加費や交通費の手当てが支給されない場合は、埼

玉県士会に会議費を申請できる旨説明された。 

 

第３号議案 広報誌 彩り冬号 について【広報部：伊藤】（資料 3） 

今回のテーマはアートで作成した。内容を確認し、満場一致で可決された。 

 

第４号議案 代議員選挙候補者推薦届・代議員選挙候補者推薦届承諾書の受付期日について【事務局：大橋】（資料

4） 

候補者が規定人数に達したため議題は取り下げられた。 

 

第５号議案 （株）GENE ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「リハノメ」1ヶ月無料配信について【事務局：大橋】（資料 4） 

県士会限定で 1か月無料お試しクーポンを発行し、希望者がアクセスし契約を行う。契約時にクーポンコードを入れ

ると契約日から 1か月無料で視聴可能となる。 

教育部が担当部局として 2022年度事業として担当することで満場一致で可決された。 

 

第６号議案 会員ニーズに関するアンケート調査（仮題）について【事務局：大橋】（資料 4） 

アンケートは必要を考え、回答対象者を全会員、代議員、作業療法部門長からの聴取する方法が提案された。 

今回は代議員対象にアンケートを行うことで満場一致で可決された。 

その後追加調査をする場合は対象者を広げて調査していく。 

宇田会長・伊藤副会長がアンケートを作成し、2022年度の総務部事業として企画・運営していく。 



 

第７号議案 2022年度事業計画について（第 1次検討）【事務局：大橋】（資料 5） 

各部局から提出いただいた事業計画を確認。 

修正追加を含め次回理事会で 2次検討を行う。継続審議とする。 

 

 

Ⅱ．報告・確認事項 

１．各部局活動報告 

１）事務局長：大橋事務局長より以下の報告があった。 

選挙管理委員会代理報告：代議員選挙について 1 月 12 日現在、立候補・推薦候補者合わせて各ブロックとも定

数の候補届が受理されましたので、各ブロックとも無投票当選となる。選挙日である 1 月 16 日にホームページ

で選挙結果を公示する。また、臨時定期便で会員へお伝えする。 

２）法人管理部：安永部長より報告事項なし。 

３）総務部：丸理事より以下の報告があった。 

 定期便は 1月 20日締め切り、2月 1日を目安に配信予定。 

４）財務部：北村財務部長より以下の報告があった。 

 単年度予算で 150-160万円「程度の残高の」案となる。 

５）学術部・編集委員会：押野理事より以下の報告があった。 

編集委員会：1件，問い合わせはあったが、投稿するか否かは未確定。その他の投稿はなし。 

学術部：1月 28日（金）第 3回研修会申込状況は以下の通り。170名（会員 90％，会員外 10％）。領域別では身

体，老年領域で 92％。経験年数は 0～5年 46％、6～10年 16％、11～15年 20％、16~20年 14％、21年～4％。申

込み締め切は 1月 23日。講師，スタッフでの研修会の打ち合わせ 1月 18日（火）19：00～を予定している。 

県学会の査読委員委嘱状発送を 26名分依頼し、追加で 1名，近々委嘱状発送を依頼予定。 

15名の査読委員（2019年 12月～2021年 11月，2年分）の県士会裁量ポイント付与を教育部に依頼。 

６）学会支援委員会：小池理事より以下の報告があった。 

第 31回埼玉県作業療法学会 1月 16日まで演題募集中（現在 5件：西部 4件，南部 1件） 

７）教育部：鈴木香織理事より以下の報告があった。 

研修会終了後速やかに受講者名簿を shougaikyouiku.saitama.ot@gmail.comまで提出してほしい。 

８）生涯教育委員会：神山理事より以下の報告があった。 

 3月下旬で現職者選択研修会を企画中。 

身体障害領域で 1日分ＣＶＡ・脊損・内部障害・手の外科の 4テーマ計画中。講師紹介および依頼を至急行う予

定。適任者をご紹介またはご協力頂きたい。 

９）養成教育委員会：岡部理事より以下の報告があった。 

 5月 14日・15日の講習会の養成校推薦枠募集開始、一般枠は 2月 7日より募集開始する。 

10）職能開発事業部：鈴木真弓理事より以下の報告があった。 

2022年 1月 6日に 3月 5日・6日の臨床実習指導者講習会の参加者名簿を日本作業療法士会に提出した。 

11）広報部：伊藤理事より以下の報告があった。 

ロゴマークデザイン募集を開始した。 

12月 22日広報部会開催。 

彩り冬号を発行する。HPリニューアルに関する業者との打ち合わせを近日中に開催する予定。 

次年度事業計画に、中高生および養成校学生向けの広報活動を盛り込む。 

12）地域リハ推進部：平田理事より以下の報告があった。 

来年度のフェスタについて 3 団体の連絡会議で 2 期に分けて行うことの承認が得られたため今年度は 第 1 期 6

月 4日・5日、11日 12日 、第 2期 10月 8日、9日 22日・23日 に実施する。 

13）地域包括ケア推進部：野村理事欠席のため報告事項なし。 

14）認知症地域支援推進部：吉田理事より以下の報告があった。 

1月 30日に開催される「士会における認知症への取り組みを推進する担当者同士の情報交換会」に部局から２名



出席予定。 

15）災害対策部：阪井理事欠席だが、BAND上で以下の報告があった。 

2月 5日埼玉県災害リハビリテーション研修会 advanceコース実施。参加者は PT3名 ST1名。 

16）制度対策部：石川理事より以下の報告があった。 

令和 4年度 診療報酬改定の基本方針など、診療報酬改定関連情報を県士会 HPに掲載した。 

17）各ブロック 

・東部：小池理事より以下の報告があった 

第 14回今夜はリモートで語ら Night！終了。参加者 20名。学生との語ら Night！3月平日の夜 2回で検討中。 

2022年度 第 15回リモートで語ら Night！（当事者講師）検討中。 

・西部：逸見理事欠席のため報告事項なし。 

・南部：犬塚理事より報告事項なし。 

・北部：後藤ブロック長より以下の報告があった。 

 2022年 2月 4日北部ブロック主催研修会を予定している。研修会準備をすすめている。 

18）訪問リハビリテーション振興委員会：高橋暢介理事より以下の報告があった。 

2022年 2月 6日（日）埼玉県リハビリ三団体主催訪問リハ実務者研修会 Advanceコース開催。 

後日、臨時定期便等にアップを依頼する。来月開催の為、理事の方々にも部会・委員会での研修会広報をして頂

きたい。 

19）生活行為向上マネジメント推進委員会：高橋啓吾理事より以下の報告があった。 

1月 14日に MTDLP書き方研修会を開催する（参加者は 18名を予定）。 

2月 20日に MTDLP事例検討会を開催する予定。 

20）子ども支援委員会：田坂理事欠席のため報告事項なし。 

21）福祉機器委員会：鈴木康子理事より報告事項なし。 

22）高次脳機能障害地域支援推進部：渡部理事より以下の報告があった。 

1月 16日（土）令和 3年度さいたま市障害者社会参加推進事業（家族教室） 高次脳機能障害者の社会参加を促

進する地域支援についてという当事者・家族会が中心で開催する研修会に当委員会より 2名運営協力する。 

県委託事業 令和 3年度高次脳機能障害に関する医療と福祉の連携研修会の準備継続している。（2022年 2月開

催予定）。 

23）運転再開支援委員会：赤間理事より以下の報告があった。 

OT協会へ資料提出済み。1月 22日報告会に参加する予定。 

24）こころとくらしの地域支援推進委員会：原理事より以下の報告があった。 

 1月 22日（土）に開催するここくら OT室の準備中。 

25）第 31回埼玉県作業療法学会：神山理事より以下の報告があった。 

案内文とポスターを今月中に完成する予定。完成次第、会員および県内の学校、施設等の配布先を確認し、告知

を行っていく。 

依頼文発送、運営マニュアル等の作成に着手する。 

26）埼玉県リハビリ専門職協会・コミュニティケアネットワーク川越：渡部理事より報告事項なし。 

 

２．会長・副会長より 

 １）宇田会長 

12月 18日（土）越谷のつどい参加。花俣代表が、OTがいるのが正しいつどいの形とおっしゃって下さった。継

続したい。感染状況が思わしくなく、地域活動・カフェが中止となっている。対面実施以外の方法も検討したい。 

２）伊藤副会長 

 特になし。 

 

 ３）茂木副会長 

  新型コロナウイルスが広がっている。会員を支えられるようにしていきたい。 

 



３．土屋監事より 

  今年もよろしくお願いします。新型コロナウイルスとともに歩んでいく状況になっている。 

 

Ⅲ．その他 

次回理事会：2022年 2月 10日（木） オンライン会議 

   

以上をもって議案の全部を終了したので、議長は 21時 20分閉会を宣した。 

 

   2022年 1月 13日 

 

一般社団法人埼玉県作業療法士会 理事会 


